２０１８年度　事業報告書
　２０１８年４月１日～２０１９年３月３１日まで

特定非営利活動法人
クラーク博士別れの地・久蔵の里普及促進会
(略称：NPO法人クラーク会)

1． 事業の成果

当会は、２０１７年度に特定非営利活動法人の認証(2017年7月3日付け)を受け、「クラーク博士別れの地・
久蔵の里普及促進会」として事業を展開して参りました。
　２０１８年度は、事業計画書に基づき具体的な活動を進め、以下の通り「講演会」の開催、会報「クラー
ク会だより」の発行を行うと共に、会で発行した「クラーク博士小伝」、「中山久蔵翁小伝」、「クラーク
会アンビシャス基金のお願い」などの冊子を会員及び全国の賛同者へ開示してまいりました。
　また当会の目標を達成するためには、指定(認定)ＮＰＯ法人㊟の資格取得が必須と考え、２０２０年度の
取得を目指して必要な体制作りと講演会などの活動を推進してまいりました。

　 ㊟　指定ＮＰＯ法人とは、ＮＰＯ法人のうちその運営組織及び事業活動が適正であって公益の増進に資するものにつき、
条例などに定めた基準に適合したものとして、北広島市条例による指定を受けたＮＰＯ法人をいいます。
(認定ＮＰＯ法人は、都道府県知事の認定を受けたＮＰＯ法人)

＜活動報告＞
　2018年
　　4月 4日　平成29年度事業及び会計実施状況の監査受検
　　4月 9日　第１回理事会　　　　平成30年度通常総会議案書及び講演会の検討
　　4月20日　クラーク会だより　　第９号発行
　　5月18日　平成30年度通常総会議案書及び講演会の案内発送(クラーク博士小伝などの冊子同封)
　  5月10日　第２回理事会　　　　通常総会及びクラーク記念講演会の進め方の検討
　　5月13日　平成30年度通常総会及び講演会開催　
　　　　 　　13：00～14：20　＜通常総会：出席者51名、委任状121名＞
　　　　 　　14：30～16：30　＜クラーク記念講演会：出席者98名＞
　　　　　　　　　　　　　　「新島襄に夢を託し、北海道近代化の礎を創った男・福士成豊」　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　講師：中島　宏一氏(北海道開拓の村館長)
　　5月31日　第３回理事会　　　　通常総会の報告、平成３０年度の活動計画の審議
　　6月21日　第４回理事会　　　　クラーク会の目標達成に向けた取り組みの検討
7月12日　第５回理事会　　　　クラーク会事務所の検討、クラーク会だより第１０号の検討
　　7月31日　クラーク会だより　　第１０号発行
　　8月 6日　第６回理事会　　　　指定(認定)ＮＰＯ法人資格の取得に向けての検討
　　9月 3日　指定(認定)ＮＰＯ法人制度の勉強会
　　　　　　　　　　　　　　　　 北広島市　市民環境部　米川市民参加・住宅政策室長、高嶋主査　
　　9月 3日　第７回理事会　　　　指定(認定)ＮＰＯ法人資格取得の検討
　　9月20日　北海道大学訪問(五十嵐、金川、安宅、菊川)
　 10月10日　第８回理事会　　　　クラーク見学会(バスツアー)の検討、緑陽中学校での講話内容の検討
　 10月27日　クラーク見学会(バスツアー)「島松川の歴史遺産とクラーク像を訪ねて」(参加者：２４名)
　 11月 2日　酪農学園大学、星槎道都大学訪問(五十嵐、金川、安宅、菊川)
11月 6日　NPO法人いこ～よ友の会との協定書の締結
　 11月 7日　第９回理事会　　　　指定(認定)NPO法人格の取得に向けた進め方の検討
　 11月27日　緑陽中学校３年生への「クラーク精神」についての講話の開催＜出席生徒数50名＞
　 12月 4日　第10回理事会　　　　12/15予定の講演会の進め方の検討及び会報１１号の検討
　 12月15日　講演会の開催＜出席者73名＞
　　　　　　 14：30～16：30　講演会「北海道１５０年・クラーク博士のまぼろしと酪農」
講師：元酪農学園大学学長　安宅一夫氏(NPO法人クラーク会　理事)
　 12月27日　第11回理事会　　　　2/16予定の講演会の進め方の検討及び当面のスケジュールの検討

2019年
　　1月 1日　クラーク会だより　　第１１号発行
　　1月15日　市幹部との意見交換会の開催
　　1月15日　第12回理事会　　　　市幹部との意見交換会模様及び2/16の講演会の進め方の検討
　　2月 6日　第13回理事会        4/16予定の講演会及び通常総会・アトラクションの日程検討
    2月16日  講演と音楽の集いの開催＜出席者76名＞
　　　　　　 14：00～15：30　講演会「開拓使とお雇い外国人」
講師：北海道大学名誉教授　金川弘司氏(NPO法人クラーク会　副理事長)
	　　 15：50～16：30　音楽の集い「昭和歌謡曲を弾き語り」
　　　　　　　　　　　　　　 ギター弾き語り：田村幸雄氏(NPO法人クラーク会　会員)
2月27日　緑陽中学校１・２年生への「クラーク精神」についての講話の開催＜出席生徒数49名＞
　　3月 7日　第14回理事会      2019年度通常総会及びアトラクションの検討






２．事業の実施内容

(1) 特定非営利活動に係る事業
	定款の
事業名
	事　業　内　容
	実施
月日
	実施
場所
	全参加
人数
	受益対象者の範囲及び会員以外の参加人数(再掲)
	事業費の
決算額
(千円)

	クラーク像建立及び久蔵の里開発事業
	・クラーク像の建立及び久蔵
の里開発場所の検討
・クラーク像及び久蔵の里の
基本設計の実施
・関連機関及び関連団体との
協議
	通年

通年

意見交換会
1/15,
	北広島市

	60人
	北広島市及びその周辺地域の住民


　　　15人
	9千円



	クラーク精神の普及事業





	・クラーク精神にちなんだ中学生向け教材の製作


・希望する中学校などへの
啓蒙活動
・講演会などの開催
	中学校向けプレゼン資料の製作
6月～12月
講話の実施
11/27,2/27,
講演会等
5/13,10/27,
12/15,2/16,
	北広島市

	440人
	北広島市及びその周辺地域の生徒・関係者

　


260人
	92千円



	観光振興及び活性化への貢献事業 

	・記念イベントの開催検討
(仮称：ambitious・久蔵
まつり)
・ambitious賞・久蔵賞設立
の検討
	通年
	北広島市

	 15人
	北広島市及びその周辺地域の住民

　　　　人
	7千円



	広報活動及び会員拡大活動事業


	・会報の発行


・ホームページの開設・更新

・会員拡大活動の推進
	会報
4/20,7/31,
1/1,
ホームページの更新
随時
	北広島市

	1,520人
	北広島市及びその周辺地域の住民


480人
	134千円


	クラーク像建立及び久蔵の里開発
基金募集事業

	・活動内容説明資料(趣意書・
冊子)の展開
・クラーク像建立及び久蔵の
里開発基金の募集
・クラウド・ファンディング
登録検討
	会員・市民・大学等へ配布

	北広島市

	  65人
	北広島市を中心とした住民及び全道・全国の企業・団体
　　　 25人
	19千円





(2)　その他の事業
	定款の
事業名
	事　業　内　容
	実施
予定
月日
	実施
予定
場所
	従事者の
予定人数
	事業費の
決算額
（千円）

	関連商品開発事業
	・クラーク博士及び久蔵翁にちなんだ関連
商品の開発検討
	通年
	北広島市
	
　　   人
	0千円



3． [bookmark: _Hlk109191669]活動計算書、貸借対照表、財産目録、計算書類の注記 (2019年3月31日現在)

(1) 活動計算書
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(2) 貸借対照表
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(3) 財産目録
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(4) 計算書類の注記
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以上
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内　訳

Ⅰ 資 産 の 部

　1　流 動 資 産

 現　　　 金 0

 預　　　 金  普通預金 475,800

( 471,800 )

( 2,000 )

( 1,000 )

( 1,000 )

 前 払 費 用 13,550

(

6,775

)

( 6,775 )

流 動 資 産 合 計

2　固 定 資 産

0

0

152,000

( 152,000 )

資　　産　 合　　計

( A )

Ⅱ 負 債 の 部

　1　流 動 負 債

 前 受 会 費 5,000

2019年度 正会員受取会費     ( 5名 ) ( 5,000 )

流　動　負　債  合   計

2　固 定 負 債

固 定 負 債 合 計 0

負　　債　 合　　計

( B )

　正　味　財　産  合　計

( C ) = ( A ) - ( B )

636,350

※金額の単位は円です。

科　　　目　　・　　摘　　　要 元帳金額 合　　計

      投資その他の資産計

152,000

　　　　　一般会計　ゆうちょ銀行

　　　　　　　　　　ゆうちょ銀行(基金用)

　　　　　　　　　　北洋銀行(基金用)

　　　　　　　　　　北海道銀行(基金用)

会場使用料　

（2019.4.16.講演会 会場 ）

会場使用料　

（2019年度 総会 会場 ）

489,350

      ⑴有形固定資産

　　　⑵無形固定資産

　　　⑶投資その他の資産

　　　　アンビシャス基金預金特定資産(ゆうちょ銀行)

0

5,000

636,350

※その他の事業に係わる財産目録については、2018年度は事業を実施していないため記載省略します。



   固 定 資 産 合 計

152,000



641,350

5,000
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① 重要な会計方針

　　計算書類の作成は、NPO法人会計基準（2010年７月20日　2017年12月12日最終改正　NPO法人

会計基準協議会）によっています。

② 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳（正味財産の増減及び残高の状況）は以下の通りです。

当法人の正味財産は636,350円ですが、そのうち152,000円は、下記のように使途が特定

されています。

したがって使途が制約されていない正味財産は489,350円です。

期首残高 当期増加額

当期減少額

期末残高

0 152,000 0 152,000

合計

0 152,000 0 152,000

※金額の単位は円です。

内容 備考

アンビシャス基金事業

クラーク像建立及び久

蔵の里開発事業のため

のアンビシャス基金


image1.emf
Ⅰ  経 常 収 益

1  受取会費

　正会員 受取会費　　　（  205 名 ）

　賛助会員 受取会費  　 （ 12 口 ）

 受 取 会 費 計

2  受取寄付金

　クラーク像建立及び久蔵の里開発基金受取寄付金

　その他の 受取寄付金　　　

 受 取 寄 付 金 計

3  受取助成金

　受取助成金

 受 取 助 成 金 計

4  前　受　金

　正会員 受取会費 前受金

　賛助会員 受取会費 前受金

 前　受　金　計 

5  雑　収　入

　雑 収 入　 （受取利息含む）

 雑　収　入　計 

 経 常 収 益 計　　（A）

Ⅱ  経 常 費 用

1  事　業　費

　消耗品費　（含 事務費）

　旅　　費

　印 刷 費

  租税公課

　通 信 費

　謝　　金

　使用賃借料

　その他費用

 事 業 費 計 

2  管　理　費

　消耗品費　(含 事務費)

　旅　　費

　印 刷 費

　租税公課

　通 信 費

　謝　　金

　使用賃借料

　その他費用

 管　理　費　計 

 経 常 費 用 計　　（B）

Ⅲ  正 味 財 産 の 部

 当期 正味財産増減額　　（C）=（A）-（B）

 前期繰越 正味財産額

 次期繰越 正味財産額

205,000



36,000



科　　　　　　　　目 　　金 　額 

[ 税込 ]（単位:円）



152,000



291,000



241,000



0



0



443,000



0



0



0



2



2



36,448



0



77,402



11,450



32,399



208,233

10,000



9,828



2,064



20,102

0

30,706



422,728



684,002

261,274

422,728



0

9,175

8,557



53,041

12,543

600

※その他の事業に係わる活動計算書については、2018年度は事業を実施していないため記載省略します。

213,622



636,350

213,622
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　　　アンビシャス基金預金特定資産

※金額の単位は円です。

科　　目 金　額 合計金額 科　　目 金　額 合計金額

資　　産　　の　　部　 負 債 及び 正 味 財 産 の 部

  1 流 動 資 産



  1 流 動 負 債



Ⅰ　資 産  の　部



Ⅱ　負 債  の　部



 預　　　金 475,800



 未払法人税等



 現　　　金 0



 未　払　金 0



 前 払 費 用 13,550



 預　り　金 0



 未  収  金 0



未 払 消 費 税



 仮   払   金 0



 前 受 会 費 5,000



 仮　受　金  0



 　 流 動 資 産 合 計



489,350   　流 動 負 債 合  計



5,000



  (1) 有形固定資産



  2 固 定 資 産



  2 固 定 負 債



 什 器 備 品



 車 両 運 搬 具 0



  　固 定 負 債 合 計



0

  (2) 無形固定資産 0



   負　債　合　計



5,000



  (3) 投資その他の資産



 敷　　　　 金



Ⅲ 正 味 財 産 の 部



　　　投資その他の資産計



152,000



152,000



前期繰越正味財産 213,622



  (2) 投資その他の資産



当期正味財産増減額 422,728

　　固 定 資 産 合 計



152,000



正 味 財 産 合 計



636,350

※その他の事業に係わる貸借対照表については、2018年度は事業を実施していないため記載省略します。



資　産　合　計



641,350

負債及び正味財産



641,350

合　　　　計


